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太
平
洋
戦
争
で
日
本
が
敗
北
し
朝
鮮
が

解
放
さ
れ
る
と
、
日
本
映
画
も
朝
鮮
人
の

描
き
方
を
一
変
さ
せ
る
。
朝
鮮
を
植
民
地

支
配
し
て
き
た
讀
罪
意
識
が
働
い
た
り
、

左
翼
的
映
画
人
が
自
由
に
活
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
植
民
地
支
配

に
対
す
る
反
省
と
し
て
、
基
本
的
に
は
朝

鮮
人
差
別
を
否
定
す
る
映
画
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。例
え
ば
、『
壁
あ
つ
き
部
屋
』

（
一
九
五
六
年
小
林
正
樹
監
督
）
で
は
、
戦

犯
と
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
悲
劇
を
描
き
皇
民

化
政
策
を
断
罪
し
、『
ど
た
ん
ば
』（
一
九

五
七
年
内
田
吐
夢
監
督
）
で
は
、
朝
鮮
人

を
尊
厳
を
も
っ
て
描
き
、『
オ
モ
ニ
と
少

年
』（
一
九
五
八
年
森
園
忠
監
督
）
で
は
、

朝
鮮
人
を
主
人
公
と
し
て
教
育
的
見
地
か

ら
差
別
と
偏
見
の
打
破
を
試
み
る
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
。ま
た
、戦
中
、

国
策
映
画
と
し
て
『
望
桜
の
決

死
隊
』（
一
九
四
三
年
今
井
正

監
督
）
が
公
開
さ
れ
た
。
朝
鮮

と
旧
満
州
と
の
国
境
、
抗
日
パ

ル
チ
ザ
ン
征
伐
に
命
を
賭
け

る
日
本
人
巡
査
一
家
と
配
下

の
朝
鮮
人
が
、
さ
な
が
ら
ハ
リ

ウ
ッ
ド
の
西
部
劇
の
よ
う
に

撮
ら
れ
た
。

ま
た
、
戦
後
、
黒
澤
明
が
脚

本
を
書
い
た『
暁
の
脱
走
』（
一

九
五
〇
年
谷
口
千
吉
監
督
）
は

山
口
淑
子
（
李
香
蘭
）
主
演
で

撮
ら
れ
た
。
本
来
の
脚
本
の
ま

ま
で
あ
れ
ば
、
朝
鮮
人
従
軍
慰
安
婦
を
描

い
た
最
初
の
日
本
映
画
に
な
る
予
定
で

あ
っ
た
こ
の
作
品
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民
間
情

報
教
育
局
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
下
部
組
織
で
、
制

作
さ
れ
る
映
画
の
検
閲
を
め
ぐ
っ
て
絶
対

的
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
日
本
側
の
制

作
者
は
企
画
と
脚
本
の
す
べ
て
を
あ
ら
か

じ
め
英
語
に
翻
訳
し
、
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
完
成
し
た
映
画
は

さ
ら
に
Ｃ
Ｃ
Ｄ（
民
間
検
閲
支
隊
）に
よ
っ

て
、
二
度
目
の
検
閲
を
受
け
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ

の
中
心
人
物
は
民
間
の
ア
メ
リ
カ
人
で

あ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
軍
属
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
事
実
上
の
軍
事
検
閲
が
な
さ
れ

た
）の
十
数
回
に
わ
た
る
検
閲
に
よ
っ
て
、

つ
い
に
原
作
の
跡
を
止
め
ぬ
ば
か
り
に
内

容
が
変
更
さ
れ
た
。

日
活
の
大
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
吉
永
小
百

合
が
主
演
し
た『
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
』

（
一
九
六
二
年
浦
山
桐
郎
監
督
）
で
は
共
和

国
へ
の
帰
国
運
動
が
描
か
れ
て
い
る
。
主

人
公
の
石
黒
ジ
ュ
ン
（
吉
永
小
百
合
）
は

中
学
三
年
生
。
鋳
物
工
場
で
働
く
父
・
辰

五
郎
（
東
野
英
治
郎
）
と
母
・
ト
ミ
（
杉
山

徳
子
）、
そ
し
て
弟
・
タ
カ
ユ
キ
と
慎
ま
し

く
暮
ら
し
て
い
る
。
ガ
キ
大
将
の
タ
カ
ユ

キ
は
い
つ
も
サ
ン
キ
チ
と
遊
ん
で
お
り
、

ま
た
サ
ン
キ
チ
の
姉
・
ヨ
シ
エ
は
ジ
ュ
ン

の
同
級
生
で
も
あ
る
。サ
ン
キ
チ
の
母
・
美

代
（
菅
井
き
ん
）
は
日
本
人
だ
が
、
父
（
浜

村
純
）
は
朝
鮮
人
で
あ
る
。
サ
ン
キ
チ
の

父
は
共
和
国
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
妻
は
異
郷
の
地
で
あ
る
共
和
国

行
き
を
渋
っ
て
い
る
。

ジ
ュ
ン
が
ヨ
シ
エ
と
仲
が
良
い
こ
と
を

知
っ
た
母
は
「
あ
の
朝
鮮
人
の
と
こ
か

い
？
危
な
い
よ
、
お
前
」
と
眉
を
ひ
そ
め
、

酔
っ
た
父
は
「
野
郎
！
朝
鮮
と
付
き
合
っ

て
る
の
か
？
こ
の
ろ
く
で
な
し
！
」
と
怒

鳴
る
。
し
か
し
ジ
ュ
ン
は
毅
然
と
し
て「
朝

鮮
の
子
と
付
き
合
っ
て
何
が
悪
い
の
よ
。

父
ち
ゃ
ん
！
」
と
問
い
返
す
。
帰
国
が
決

ま
っ
た
サ
ン
キ
チ
の
た
め
に
タ
カ
ユ
キ
は

学
芸
会
の
主
役
を
譲
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
役
の

カ
オ
リ
ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
っ
た
サ
ン
キ
チ

に
日
本
で
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
や
る
た

め
だ
。
演
目
は
ル
ナ
ー
ル
の
『
に
ん
じ
ん
』

で
あ
る
。
サ
ン
キ
チ
が「
僕
は
に
ん
じ
ん
で

す
。
髪
が
赤
い
か
ら
奥
さ
ん
が
つ
け
た
の

で
す
」
の
台
詞
を
言
う
と
、
突
然
「
サ
ン

ち
ゃ
ん
、
朝
鮮
人
参
！
」
の
野
次
が
飛
ぶ
。

サ
ン
キ
チ
は
動
揺
し
、
次
の
台
詞
を
忘
れ

て
し
ま
う
。
や
が
て
サ
ン
キ
チ
の
一
家
が

共
和
国
へ
出
発
す
る
日
が
来
る
。
川
口
駅

前
に
は
帰
国
者
た
ち
の
送
別
に
来
た
人
た

ち
で
溢
れ
る
。「
北
鮮
は
新
国
家
建
設
中
だ

か
ら
、
ビ
ー
玉
な
ん
か
ね
え
だ
ろ
う
。お
前

威
張
れ
る
ぜ
」（
注-

原
詞
マ
マ
）
と
言
っ

て
、
タ
カ
ユ
キ
は
餞
別
と
し
て
一
袋
の

ビ
ー
玉
を
サ
ン
キ
チ
に
渡
す
。
ヨ
シ
エ
は

ジ
ュ
ン
に
自
分
の
使
っ
て
い
た
自
転
車
を

贈
る
。
大
島
渚
は
『
日
本
春
歌
考
』（
一
九
六
七

年
）
や
『
帰
っ
て
来
た
ヨ
ッ
パ
ラ
イ
』（
一

九
六
八
年
）
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
映
画
が
禁

忌
と
し
て
き
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問
題

を
取
り
上
げ
、
天
皇
制
の
起
源
が
朝
鮮
半

島
に
あ
る
と
い
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な

科
白
を
登
場
人
物
に
語
ら
せ
た
。
こ
う
し

た
大
島
の
傾
向
が
頂
点
に
達
し
た
の
は

『
絞
死
刑
』（
一
九
六
八
年
）
で
あ
る
。
死
刑

因
の
青
年
Ｒ
（
尹
隆
道
韓
国
青
年
会
中
央

本
部
初
代
会
長
）
に
絞
死
刑
が
執
行
さ
れ

た
が
、
何
故
か
Ｒ
は
死
に
至
ら
ず
、
し
か

も
執
行
の
シ
ョ
ッ
ク
で
自
分
が
Ｒ
で
あ
る

事
が
わ
か
ら
な
い
心
神
喪
失
状
態
と
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
の
刑
の

執
行
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

関
係
者
は
彼
の
犯
し
た
罪
を
思
い
出
さ
せ

よ
う
と
Ｒ
の
殺
人
や
家
庭
環
境
を
素
人
芝

居
で
演
じ
始
め
る
…
…
。
や
が
て
Ｒ
は
自

分
が
Ｒ
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
「
あ
な

た
方
の
言
う
Ｒ
で
は
な
い
の
で
無
罪
で
あ

る
」
と
結
論
付
け
る
。
だ
が
Ｒ
は
そ
の
思

想
ゆ
え
に
生
か
し
て
お
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
だ
と
宣
告
さ
れ
る
…
…
。
主
人
公

の
Ｒ
は
、
一
九
五
八
年
夏
に
起
き
た
小
松

川
高
校
事
件
で
、
六
二
年
に
死
刑
が
執
行

さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
李
珍
宇
が
モ
デ
ル
で

あ
る
。
日
英
合
作
と
な
っ
た
『
戦
場
の
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
』（
一
九
八
三
年
）
は
太

平
洋
戦
争
中
に
ジ
ャ
ワ
に
日
本
軍
が
建
て

た
捕
虜
収
容
所
を
舞
台
に
し
て
い
る
。
英

国
の
作
家
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・

ポ
ス
ト
が
、
自
ら
の
捕
虜
体
験
を
綴
っ
た

『
影
さ
す
格
子
』
が
原
作
で
あ
る
。
こ
こ
に

原
作
に
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
大
島
の
手
に

よ
っ
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。
金
本
と
呼
ば

れ
る
一
人
の
朝
鮮
人
軍
属
が
、
懲
罰
房
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
兵
と
姦
通

し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
原
軍
曹
（
ビ
ー
ト

た
け
し
）
に
よ
る
処
罰
を
受
け
、
そ
し
て

切
腹
さ
せ
ら
れ
る
。
切
腹
の
際
、
彼
は
「
ア

イ
ゴ
ー
」
と
叫
ぶ
。
こ
の
映
画
で
の
彼
の

唯
一
の
台
詞
で
あ
る
。
朝
鮮
人
で
あ
る
の

に
、
自
決
し
て
い
く
時
ま
で
も
日
本
式
で

あ
る
と
い
う
不
条
理
が
こ
こ
に
あ
る
。
軍

属
を
演
じ
た
ジ
ョ
ニ
ー
大
倉
は
在
日
韓
国

人
二
世
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ョ
ニ
ー
大
倉
は

『
異
邦
人
の
河
』（
一
九
七
五
年
李
学
仁
監

督
）
と
い
う
、
在
日
の
映
画
人
が
在
日
を

描
い
た
先
駆
的
作
品
に
、
本
名
の
朴
雲
煥

で
出
演
し
て
い
る
。

井
筒
和
幸
監
督
の
『
ガ
キ
帝
国
』（
一
九

八
一
年
）
は
大
阪
の
不
良
高
校
生
の
物
語

で
あ
る
が
、
在
日
朝
鮮
人
の
高
校
生
た
ち

も
登
場
す
る
。
彼
ら
は
朝
鮮
語
で
会
話
し
、

画
面
に
は
日
本
語
字
幕
が
流
れ
る
。
ま
た
、

在
日
を
メ
イ
ン
に
据
え
た
『
ガ
キ
帝
国
あ

く
た
れ
戦
争
』
は
、
諸
般
の
理
由
に
よ
り

オ
ク
ラ
入
り
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

在
日
の
自
画
像
と
も
言
う
べ
き
映
画
に

『
潤
の
街
』（
一
九
八
九
年
金
佑
宣
監
督
）が

あ
り
、
満
を
持
し
て
『
月
は
ど
っ
ち
に
出

て
い
る
』（
一
九
九
三
年
崔
洋
一
監
督
）
の

登
場
と
な
る
。皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、主

人
公
は
在
日
朝
鮮
人
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
こ
こ
で
語

る
の
は
野
暮
な
の
で
、「
未
観
の
方
は
必

観
」
と
、
だ
け
言
っ
て
お
こ
う
。

そ
し
て
、
二
十
一
世
紀
。『
Ｇ
Ｏ
』（
二
〇

〇
一
年
行
定
勲
監
督
）、『
青
〜chong

〜
』
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－作り方－

1.トックは熱湯に入れ2～3分ゆで、水気をよく切る。

2.玉ねぎ、さつまあげは薄切りにします。にんじんは4～5cmの短冊切りにし

て下ゆでをします。万能ネギは5cmの長さに切り、干ししいたけは水で戻し、軸

を落として薄切りにします。

3.フライパンにごま油（大1）を熱して

肉を炒め、たまねぎ、しいたけ、さつま

あげ、トックを入れ炒め合わせ、Ａと

スープを加え煮立てます。

4.下ゆでしたにんじん、万能ネギを加

えます。

5.器に盛ってごまをふり、いただきます。

－材料－

トック ................300ｇ

牛ロース薄切り肉 ......50ｇ

さつまあげ ............3枚

玉ねぎ ................1/4個

にんじん ..............3a0ｇ

干ししいたけ ..........2枚

コンソメスープ

（干ししいたけの戻し汁でもOK）..... 1/2カップ

煎りゴマ ..............少々

（
一
九
九
九
年
李
相
日
監
督
）
と
在
日
の
特

に
若
者
の
、
何
で
も
な
い
よ
う
な
日
常
か

ら
問
題
意
識
を
斬
り
拡
げ
て
い
く
作
品
の

公
開
が
続
く
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
だ
ま
だ

才
能
豊
か
な
映
画
人
が
輩
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
い
や
す
で
に
、
そ
れ
は
美
空
ひ
ば

り
の
時
代
か
ら
脈
々
と
、
血
は
続
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

洪
　
昌
　
明

A
（よく混ぜ合わせておく）

コチュジャン ........大2

粉とうがらし ........大2

砂糖 ................大1/2

しょうゆ ............大1

にんにく（みじん切り）...約大1

すりごま ............大1

ごま油 ..............大1

こしょう ............少々


